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　マイクロ化学チップとは、数cm角のガラスなどの基板上に形成した10～ 500μｍの微小な幅の流
路内で、反応、混合、熱交換等の化学操作を行う微小反応装置である。化学反応の空間を小さくすること
で反応界面が増大し、拡散混合・分離および熱伝達を効率化できるため、化学品製造技術の大きな変革
をもたらすものとして期待されている。
　マイクロ化学プロセス技術研究組合の神奈川集中研究所は、8月23日と9月2日にそれぞれ開催さ
れたシンポジウムにおいて、制癌剤の合成にマイクロチップを適用した場合のトータルメリットについて発
表した。試作チップの評価では、通常のバッチ法と比較して、収率は約 2倍、反応時間は約1/4、全
合成の所要時間は約1/80となり、大幅な効率向上が確認された。危険な発熱反応あるいは有害物質
や分解発熱物資の取り扱いの問題も、マイクロ化学チップの特徴である少量の連続処理によりクリアされ
た。本研究はZNEDO 技術開発機構の「マイクロ分析・生産システムプロジェクト」として実施された
ものである。
トピックス6　マイクロ化学チップを使った高効率医薬品合成技術
　マイクロ化学システムとは、化学反応の空間を
小さくすることによって、反応界面の増大や拡散
混合・分離および熱伝達の効率化等により化学品
製造技術に大きな変革をもたらすものとして期待
されている。マイクロ化学システムは、現在のと
ころ、従来の大掛かりな化学反応装置を数～数十
cm角にまで微小化したマイクロプラントと、さら
に微細化してチップ上で反応を起こさせるマイク
ロ化学チップの二つのタイプに分かれている１）。
　マイクロ化学チップは、数 cm角のガラス、プラ
スチックなどの基板上に、10～ 500μmの幅をも
つ流路を形成し、化学反応、混合、熱交換等の化
学操作を行う微小反応装置である２）。この技術は、
従来から行われている化学品の大量生産とは異な
り、逐次高効率反応処理による少量・多品種・高
付加価値製品の適量生産、臨床検査、環境物質分
析装置等を目的としている。
　マイクロ化学プロセス技術研究組合の神奈川集
中研究所は譛神奈川科学技術アカデミー（KAST）
などが主催するシンポジウム「マイクロ化学チッ
プ研究開発の全容」（８月 23日開催）と、日本分
析機器工業会（JAIMA）の主催するシンポジウム「マ
イクロ分析チップ実用化へのファイナルカウント
ダウン」（９月２日開催）において、『マイクロチ
ップ医薬品合成システム』と題して、制癌剤ラニ
ムスチン①の全合成をモデルとして、複数の反応と
分離精製をマイクロ化学チップで行ったシステム
の試作とそのトータルメリットについて発表した
（図参照）。合成プロセスは反応と分離精製から成る。
反応は、マイクロチャネル流路の幅 300μm、深さ
100μm、流路の長さ１ｍのマイクロ流路内で行わ
れる。この反応工程には危険な発熱反応が含まれ
ており、また、有害物質や分解発熱物質の扱いも
含まれているが、マイクロ化学チップの特徴であ
る少量の連続処理により、これらの問題はクリア
されている。また、分離精製工程は、固液分離・乾燥・
溶媒交換・ろ過等の８つの工程と５つの濃縮工程
を含んでいる。マイクロ化学チップの試作品を評
価した結果、通常のバッチ法（回分法）と比較し
て、収率は約２倍、反応時間は約 1/4、全合成の所
要時間は約 1/80 となり、大幅な効率向上が確認さ
れた。生産量の問題は、チップ数を増やすこと（ナ
ンバリングアップ）により解決できると考えられ、
今後の展開が期待される。
　この技術はCNEDO技術開発機構の「マイク
ロ分析・生産システムプロジェクト」（マイクロチ
ップ グループリーダー：北森 武彦 東京大学教授）
にて実施されたものである。
マイクロ化学チップの写真と流路断面図
① ラニムスチン：米国で開発された水溶性のアルキル化剤
で、癌細胞のDNAをアルキル化して癌細胞の成長を阻
害する。
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 2）科学技術動向、2001年 11月号、トピックス「高集積化されたマイクロ化学システム」
